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・
兵
教
組
、
教
育
文
化
・
社
会
貢
献
事
業

　
協
賛
金
を
募
る

2011年5月1日（日） 第1788号（ 1）

の
教
育
環
境
を
は
じ
め
、
兵
庫

で
も
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降

厳
し
い
経
済
事
情
を
持
つ
家
庭

が
増
え
て
い
る
。
教
員
時
代
の

視
点
に
立
ち
返
り
、
安
心
し
て

子
育
て
で
き
る
環
境
を
整
備
し

て
い
き
た
い
」
と
訴
え
、
１
１
，

４
９
１
票
を
獲
得
し
て
当
選
し

た
。「厳

し
い
選
挙
戦
だ
っ
た
が
、

皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
議
席
を
守

る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
の
県

政
は
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
が
、
今
後
も
地
域
、
子

ど
も
た
ち
が
抱
え
る
課
題
の
解

決
に
努
め
た
い
」
と
決
意
を
述

べ
た
。

神
戸
市
会
・
須
磨
区

さ
き
も
と
祐
治
さ
ん

市
会
５
期
目
の
挑
戦
は
、
定

数
８
に
対
し
９
人
の
候
補
が

争
っ
た
。

被
災
地
の
経
験
を
持
つ
神
戸

で
は
、
東
日
本
大
震
災
へ
の
配

４
月
10
日
開
票
結
果

県
会
・
神
戸
市
北
区

ふ
じ
い
訓
博
さ
ん

県
会
４
期
目
の
挑
戦
は
、
定

数
３
に
対
し
４
人
の
候
補
が

争
っ
た
。

「
16
年
前
の
阪
神
・
淡
路
大

震
災
の
経
験
を
活
か
し
、
東
日

本
の
被
災
地
を
長
期
的
に
支
え

て
い
き
た
い
。
地
域
の
力
が
大

き
な
う
ね
り
を
生
み
出
し
、
頑

張
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
る
こ
と

を
政
策
を
通
し
て
訴
え
て
い

く
」
と
述
べ
、
１
８
，
７
３
４

票
を
獲
得
し
、
当
選
し
た
。

「
当
選
で
き
た
こ
と
を
皆
様

に
感
謝
す
る
。
４
期
目
の
重
み

を
感
じ
な
が
ら
働
く
人
・
生
活

者
の
代
表
と
し
て
頑
張
っ
て
い

き
た
い
」
と
当
選
の
意
を
述
べ

た
。

県
会
・
西
宮
市

掛
水
す
み
え
さ
ん

定
数
７
の
議
席
を
県
内
最
多

の
10
人
で
争
う
激
戦
区
で
、
県

会
６
期
目
の
選
挙
戦
を
闘
っ

た
。「

人
が
生
き
る
こ
と
が
確
か

な
県
政
を
め
ざ
し
て
」
と
、
丁

寧
に
政
策
を
訴
え
て
い
く
選
挙

運
動
を
展
開
し
た
。「
被
災
地

第
17
回
統
一
地
方
自
治

体
選
挙
が
前
半
戦
４
月
10

日
投
開
票
、
後
半
戦
４
月

24
日
投
開
票
に
て
お
こ
な

わ
れ
た
。

前
半
戦
で
は
、
県
会
・

ふ
じ
い
訓
博
さ
ん
、
掛
水

す
み
え
さ
ん
、
神
戸
市

会
・
さ
き
も
と
祐
治
さ
ん

が
、
後
半
戦
で
は
西
宮
市

会
・
岩
下
あ
き
ら
さ
ん
、

伊
丹
市
会
・
川
上
八
郎
さ

ん
、
宝
塚
市
会
・
北
野
さ

と
子
さ
ん
、
明
石
市
会
・

お
な
か
利
治
さ
ん
の
兵
政

連
議
員
７
人
全
員
が
当
選

し
た
。

兵
政
連
議
員
は
、
こ
れ

ま
で
精
力
的
に
活
動
し
、

厳
し
い
選
挙
戦
を
勝
ち
抜

い
て
き
た
。
７
名
の
決
意

と
喜
び
は
次
の
通
り
で
あ

る
。

慮
か
ら
自
粛
ム
ー
ド
が
漂
う
中

で
の
選
挙
活
動
と
な
っ
た
。

「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら

学
ん
だ
安
心
・
安
全
の
町
づ
く

り
」「
教
育
と
福
祉
の
充
実
」「
め

ざ
せ
待
機
児
童
ゼ
ロ
」
な
ど
を

訴
え
、
７
，
２
１
２
票
を
獲
得

し
当
選
を
果
た
し
た
。

「
皆
さ
ん
の
思
い
を
受
け
止

め
、
市
政
に
反
映
す
る
」
と
喜

び
を
語
っ
た
。◆

と
も
に
戦
っ
た
、
重
点
候
補

の
杉
尾
良
文
さ
ん
（
県
会
・
神

戸
市
西
区
）
は
、
残
念
な
が
ら

惜
敗
し
た
。

４
月
24
日
開
票
結
果

西
宮
市
会岩

下
あ
き
ら
さ
ん

定
数
42
に
対
し
54
人
の
候
補

が
争
う
激
戦
区
で
の
５
期
目
の

挑
戦
と
な
っ
た
。

「
子
ど
も
の
教
育
」
を
活
動

の
根
底
に
、
市
民
が
い
き
い
き

す
る
街
、
す
べ
て
の
人
に
と
っ

て
や
さ
し
い
街
づ
く
り
を
訴

え
、
2
，
８
８
５
票
を
獲
得
し

当
選
し
た
。

「
厳
し
い
戦
い
だ
っ
た
が
、

今
回
、
皆
さ
ん
に
票
を
増
や
し

て
い
た
だ
き
本
当
に
感
謝
す

る
。
5
期
目
も
こ
れ
ま
で
同
様

頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
感
謝

の
意
を
語
っ
た
。

伊
丹
市
会

川
上
八
郎
さ
ん

市
会
４
期
目
の
挑
戦
は
、
定

数
28
に
対
し
35
人
の
候
補
が

争
っ
た
。

住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
、

地
域
、
自
治
会
・
子
ど
も
会
・

老
人
会
な
ど
の
コ
ミ
ニ
テ
ィ
の

充
実
を
め
ざ
す
こ
と
を
訴
え
、

２
，
１
２
９
票
を
獲
得
し
当
選

し
た
。

「
こ
れ
ま
で
３
期
12
年
、
教

育
を
中
心
に
し
た
政
策
を
訴
え

て
き
た
。
今
回
多
く
の
票
を
い

た
だ
い
た
こ
と
で
、
私
が
背

負
っ
て
い
る
教
員
、
子
ど
も
の

声
を
反
映
で
き
る
と
思
っ
て
い

る
。
マ
ス
コ
ミ
等
で
行
政
批
判

が
簡
単
に
さ
れ
て
い
る
が
、
教

員
・
職
員
が
こ
れ
ま
で
や
っ
て

き
た
中
身
を
し
っ
か
り
議
会
で

訴
え
て
い
く
」
と
今
後
の
決
意

を
語
っ
た
。

宝
塚
市
会北

野
さ
と
子
さ
ん

市
会
３
期
目
の
挑
戦
は
、
定

数
26
に
対
し
34
人
の
候
補
が

争
っ
た
。

「
い
の
ち
」
を
大
切
に
し
、

支
え
あ
う
社
会
づ
く
り
を
訴
え

３
，
０
７
４
票
を
獲
得
し
当
選

し
た
。

「
厳
し
い
こ
と
を
言
わ
れ
る

選
挙
戦
だ
っ
た
が
、
市
内
を
走

り
ま
わ
り
一
人
ひ
と
り
の
つ
な

が
り
や
人
と
の
絆
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
。
３
期
目
も
今
ま

で
以
上
に
、『
の
び
の
び
教
育
、

ぬ
く
も
り
福
祉 

心
ゆ
た
か
な

宝
塚
』
の
実
現
を
め
ざ
し
、
働

く
仲
間
の
声
を
し
っ
か
り
と
議

会
へ
届
け
、
子
ど
も
・
弱
い
立

場
の
人
の
為
と
い
う
基
本
姿
勢

を
貫
き
努
力
し
て
い
く
覚
悟
」

と
今
後
へ
の
決
意
を
語
っ
た
。

明
石
市
会お

な
か
利
治
さ
ん

市
会
７
期
目
の
挑
戦
は
、
定

数
31
に
対
し
39
人
が
争
っ
た
。

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
し

た
防
災
対
策
の
徹
底
、
南
海
・

東
南
海
地
震
発
生
で
の
津
波
被

害
を
想
定
し
「
避
難
所
の
小
・

中
学
校
の
耐
震
化
」「
安
全
・

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指

す
こ
と
を
訴
え
、
３
，
５
８
０

票
を
獲
得
し
当
選
を
果
た
し

た
。「

こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て
子

育
て
・
教
育
が
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
に
と
り
く
ん
で
い
く
。
市

長
選
の
結
果
に
よ
り
厳
し
い
市

政
が
予
想
さ
れ
る
が
、
皆
さ
ん

の
支
援
、
お
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と

抱
負
を
語
っ
た
。

第17回統一地方自治体選挙

兵政連議員 全員が当選！！
皆様のご支援、ありがとうございました。

「兵教協・兵政連・兵退教協総括会」では、第17回統一地方自治体選挙
を勝ち抜いた兵政連議員から当選のお礼と今後の決意が述べられ、会
は山名委員長の「団結がんばろう！」で締めくくられた。

（４月２６日、ラッセホールで）
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2011年5月1日（日） 第1788号 （ 2 ）（第三種郵便物認可）

兵教組「教育文化・社会貢献事業」
の充実と発展をめざして

幅広く「協賛金」への賛同者を募集します

　兵庫県教職員組合は、1978年より長年にわたり、
組合員のカンパや賛同団体などからの寄付金を財
源に、教育振興特別事業や兵教組福祉事業などの
さまざまな社会貢献活動をおこなってきました。
　2007年度からは「兵庫県教職員組合　教育文
化・社会貢献事業」として発展的に見直し、事業
の推進と充実をめざし、皆さまの賛同をいただき、
継続してこの事業の充実と発展にむけとりくむこ
とができています。
　皆さんからの協賛金は以下のようなさまざまな
事業に使われています。2010年度の教育文化・社
会貢献事業の概要を報告します。 組

合
員
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
教
職
員
の
協
力
を
！

　障害のある子どもたちへ

の車椅子の助成や、障害者

施設などへの福祉自動車や

備品などの助成をしていま

す。また、２００７年度より、

「児童養護施設等への支援事

業」にもとりくんでいます。

福祉自動車等寄贈事業

　教職員の授業研究、教育講演会、

教育実践講座や調査などの教育研

究活動への助成をしています。

◆10年度◆

支部教育研究委員会・研究所助成

29支部：総額9,603,396円

特別助成

3支部：380,000円
（技術・家庭科、平和教育、児童支援）

◆１０年度 ( これまでの総数 ) ◆

　福祉自動車寄贈：2台 (120台 )

　ミキサー：2台

　車椅子寄贈：5台 (519台 )

　児童養護施設等への支援事業

：3施設 (10施設 )

研究助成事業

・兵庫県民大学への助成

　（参加者合計数：9,061人）

・ゆたかな教育の創造をめざす兵庫県民会議

　への助成

・ひょうご芸術文化センターへの助成

　「ひょうごこどもの詩と絵」第31集発行

　（応募状況：詩807点、絵1,695点）

　子どもと親の劇場「スーホの白い馬」

　（第60次兵庫県教育研究集会の記念事業）

「協賛金」

一般教職員など

１口 （500円 ） 以上

受給者

5口 （2,500円 ） 以上

引き続き協力をお願いします ！

※詳しくは各支部へお問い合わせ下さい。

教育 ・文化助成事業

赤穂市の児童養護施設

「さくらこども学園」より喜びの声とどく

購入したプロジェクターを「卒業お祝い会」で

使用しました。（さくらこども学園の御礼より）

地域との交流に関する事業にかかわり、農業体験、

運動会、キャンプ等の様子を交流する際のプロジェ

クターとスクリーンを購入されました。

　県内の公立小学校・中学校・中等教育学

校及び特別支援学校等に在学する小学校６

年生、中学校３年生の要保護家庭・準要保

護家庭の児童・生徒に対して学用品等をお

くっています。この事業は多くの子どもた

ちや保護者に喜んでもらっていることに励

まされています。

◆10年度◆

　援助児童・生徒数：13,915人

　（これまでの総数）421,521人

就学援助事業
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